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12月定例会

　　（平成22年12月27日～平成23年１月14日 ）

傍聴場所は、役場３階議事堂内傍聴席です。
また、テレビ放映は役場１階ロビー、

総合福祉センターロビーで　
行っています。　　　

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

２月３日　
　　小竹幼稚園　豆まき



平成23年３月1日　福岡県小竹町　議会だより No.191 (2)　

12月定例会は、平成22年12月27日から平成23年１月14日まで、会期19日間の日程で
開かれました。
条例案・補正予算案等の議案が提出され、審議の結果、議会は賛成多数で可決しました。

12月定例会の主な議案

問　

高
齢
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
日
常
生

活
に
困
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
の

相
談
窓
口
は
で
き
な
い
か
。

答　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
の

相
談
等
は
基
本
的
に
福
祉
課
で
受

け
て
い
ま
す
が
、
相
談
窓
口
の
一

本
化
や
啓
発
に
つ
い
て
は
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　

問　

国
で
、
地
域
活
性
化
交
付
金

と
し
て
「
き
め
細
か
な
交
付
金
」

と
「
住
民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交

付
金
」
が
創
設
さ
れ
た
が
、
今
回

の
補
正
予
算
の
中
で
、
交
付
対
象

と
な
る
も
の
は
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
含
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
。

問　

職
員
の
給
料
を
引
き
下
げ
る

こ
と
は
、
国
が
地
域
活
性
化
の
た

め
に
予
算
を
出
し
て
い
る
こ
と
と

矛
盾
し
て
い
る
。

　

景
気
を
回
復
す
る
た
め
に
ア
ク

セ
ル
を
踏
み
込
み
な
が
ら
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
て
良
い
の
か
。
人
事
院

勧
告
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
な

ら
、
引
き
下
げ
た
分
を
地
域
活
性

化
に
役
立
て
る
よ
う
に
使
え
な
い

か
。
地
域
活
性
化
交
付
金
の
使
途

は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
町
の
職
員
の
給
与
は
、
福

岡
県
内
で
も
低
い
方
か
ら
３
、
４

番
目
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
後

も
地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き
、
国

あ
る
い
は
民
間
の
給
与
に
準
じ
た

給
与
と
し
て
い
き
ま
す
。
よ
っ

て
、
人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
る
基

本
的
方
針
で
す
。

　

地
域
活
性
化
交
付
金
の
使
途
に

つ
い
て
は
、
各
課
の
要
望
を
ま
と

め
て
、
新
町
長
が
提
案
し
ま
す
。

問　

北
小
学
校
の
学
童
保
育
所

は
、
当
初
予
算
で
は
県
か
ら
の
補

助
金
と
一
般
財
源
で
建
て
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
が
、
今
回
、
過
疎

債
を
充
て
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て

い
る
理
由
は
。

答　

空
き
教
室
を
利
用
し
た
改
築

か
ら
、
新
築
に
変
更
し
た
こ
と
に

よ
り
、
過
疎
対
策
に
適
し
た
事
業

と
い
う
こ
と
で
の
財
源
変
更
で

す
。

問　

不
法
投
棄
の
監
視
カ
メ
ラ
は

何
台
設
置
す
る
の
か
。
ま
た
、
今

回
の
設
置
場
所
は
。

答　

21
年
度
か
ら
設
置
を
開
始

し
、
今
年
度
末
ま
で
に
計
３
台
を

設
置
予
定
で
す
。
今
回
の
設
置
は

栄
町
地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
関
す
る
予
算
の
内
容
は
。

答　

小
児
用
の
肺
炎
球
菌
、
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
及
び
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

対
象
者
は
、
国
の
基
準
に
あ
わ

せ
て
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
の
年
齢
の
女
子
、
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
と
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
は
、
４
歳
ま
で
の
乳
幼
児
で

す
。

平成22年度補正予算
一般会計　　　１，２２２万円
特別会計　　　１，７９３万円 
総　　額　　　３，０１５万円

・・・・・

・・・・・

・・・・・

可
決
可
決

予
算
委
員
会
の

           

主
な
質
疑

問答

問問 答

問答

問答

問答

答



　

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
問
題
は
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
。
保
険
証
が

な
い
こ
と
で
の
手
遅
れ
で
亡
く

な
っ
た
方
は
全
国
で
年
間
47
人

も
い
る
と
い
う
。

　

社
会
保
険
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
て
も
保
険
料
は
同
じ
で
あ

る
。
愛
知
県
一
宮
市
で
は
、
18
歳

未
満
の
子
ど
も
の
国
保
税
の
均
等

割
を
３
割
減
免
し
て
い
る
。
本
町

で
も
、
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
の

考
え
は
な
い
か
。

　

保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
い
ず

れ
も
持
た
な
い
世
帯
に
つ
い
て
、

「
役
所
が
怖
く
て
連
絡
せ
ず
放
置

し
、
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
。

　

全
国
の
７
割
の
自
治
体
が
、
保

険
料
が
高
騰
し
な
い
よ
う
１
人
平

均
１
万
円
以
上
を
繰
入
し
て
い
る

が
、
本
町
の
繰
入
額
は
。

　

社
会
保
障
審
議
会
の
「
介
護
保

険
制
度
見
直
し
に
関
す
る
意
見

案
」
は
、
日
常
生
活
圏
域
内
で
、

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
ま
い
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
た

め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

中
学
校
単
位
で
の
設
置
を
目
指
し

て
い
る
。
巨
大
広
域
連
合
は
、
こ

の
方
向
性
に
逆
行
し
て
い
る
。
今

こ
そ
各
自
治
体
が
今
後
の
広
域
連

合
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
す
る
時

で
あ
り
、
今
以
上
の
情
報
開
示
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　

ま
た
、
新
た
な
格
差
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
別
保
険
料
を

続
け
る
法
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。

　

本
町
は
グ
ル
ー
プ
別
保
険
料
を

無
く
せ
ば
、
１
人
平
均
１
万
７
０

０
０
円
保
険
料
が
安
く
な
る
。
ま

た
、
町
独
自
で
運
営
す
れ
ば
、
保

険
料
も
事
務
経
費
も
安
く
な
る
は

ず
で
あ
る
。
ま
さ
に
住
民
に
負
担

を
押
し
付
け
な
い
行
政
改
革
に
な

る
。
町
が
独
自
で
運
営
し
た
場
合

の
保
険
料
、
事
務
費
手
数
料
、初

期
投
資
は
い
く
ら
か
か
る
の
か
。

山
本
町
長　
子
ど
も
に
対
す
る
被

保
険
者
均
等
割
の
減
免
制
度
は
、

県
内
で
は
実
施
し
て
い
る
市
町
村

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
全
国
及
び
県
内
の
状
況

を
見
な
が
ら
、
新
町
長
の
も
と
で

検
討
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
等
を
持
た
な
い

世
帯
に
つ
い
て
、
国
保
税
を
納
め

な
い
か
ら
渡
さ
な
い
の
で
は
な
く
、

役
場
窓
口
に
受
け
取
り
に
来
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
方
々
に
つ
い
て
は
文
書
等
で
、

再
度
受
領
の
案
内
を
し
ま
す
。

　

法
定
外
繰
入
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も
５
０
０
０
万
円
の
繰
入
金

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
効
果
的
な
繰
入
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
保
険
の
グ
ル
ー
プ
別
保
険

料
を
定
め
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、

通
達
で
「
負
担
の
公
平
の
観
点
か

ら
、
経
過
的
な
措
置
と
し
て
、
不

均
一
な
賦
課
が
許
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
る
」
と
さ
れ
、
こ
の
場
合
、

厚
生
労
働
省
と
協
議
が
な
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
独
自
で
運
営
し
た
場

合
の
保
険
料
は
安
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
事
務
費
で
は

経
費
増
と
な
る
の
で
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
を
持
た
れ
て

い
る
方
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
役
に
立
つ
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
の
導
入
を
提
案
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
万
が
一
の
と
き
、
駆

け
付
け
た
救
急
隊
員
が
適
切
な
救

急
医
療
を
行
う
た
め
、
活
用
す
る

も
の
で
す
。

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は
、

か
か
り
つ
け
医
（
歯
科
も
含

む
）
・
持
病
・
血
液
型
・
服
用
し

て
い
る
薬
や
必
要
な
医
療
行
為
、

ま
た
緊
急
時
の
連
絡
先
等
を
一
つ

の
容
器
に
保
管
し
て
お
く
も
の
で

そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問
そこが知りたい
一 般 質 問

広
瀬
早
美
議
員

○
国
保
税
の

　
子
ど
も
の
減
免
措
置
を

○
介
護
保
険
広
域
連
合
の

          

　
　
情
報
開
示
を

○
国
保
税
の

　
子
ど
も
の
減
免
措
置
を

○
介
護
保
険
広
域
連
合
の

          

　
　
情
報
開
示
を

○要支援者の救急医療
　　　　　情報キットの導入
○高齢者、障がい者のための
　　日常的な買物支援
　　　　　　　　体制づくり

○要支援者の救急医療
　　　　　情報キットの導入
○高齢者、障がい者のための
　　日常的な買物支援
　　　　　　　　体制づくり

大安 美佐代 議員

平成23年３月１日　福岡県小竹町　議会だより(3) No.191



平成23年 ３月１日　福岡県小竹町　議会だより No.191 (4)

◎ ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する
　　　　　意見書採択の請願  ･････････････････････　採　択

◎ ＴＰＰ（環太平洋経済連携協定）への対応に関する
　　         意見書  ･･･････････････････････････････　可　決

◎「一人暮らしの寡婦」医療制度に関する意見書  ･･･　可　決

請　願・意見書

ご
あ
い
さ
つ

次回の定例会は、

　３月３日(木)
　　　　開会予定です。
※事情により変更される
　場合もありますので、
　あらかじめご了承くだ
　さい。

次回の定例会は、

　３月３日(木)
　　　　開会予定です。
※事情により変更される
　場合もありますので、
　あらかじめご了承くだ
　さい。

　

今
年
は
寒
波
襲
来
で
厳
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
さ
あ
、

希
望
に
溢
れ
た
春
の
到
来
で
す
。

　

小
竹
町
議
会
も
新
人
議
員
３
人
を
含
む
新
し
い
議
会
が
誕
生
し

ま
し
た
。
私
た
ち
議
員
は
自
ら
の
行
動
を
通
し
て
、
小
竹
町
を
住

み
よ
い
町
に
変
え
て
い
く
使
命
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
出

来
事
も
全
て
を
前
進
の
糧
と
し
て
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

　

議
会
だ
よ
り
の
広
報
編
集
委
員
に
も
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
り

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
に

努
力
し
、
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
４
年
間
、
皆
さ
ま
の

応
援
を
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
紙
面

に
掲
載
し
た
い
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
役
場
議
会
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
方
の
こ
れ
か
ら
の
日
々
が
、
幸
多
き
毎
日
で
あ
り
ま
す

よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
編
集
委
員
長　

大
安
美
佐
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

大
安
美
佐
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

吉
野　

慎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

野
田　

剛
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

峯
岡　
　

均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　
　

員　

広
瀬　

早
美

す
。
こ
れ
を
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ

る
冷
蔵
庫
な
ど
に
お
い
て
お
け

ば
、
い
ざ
と
い
う
と
き
取
り
出
せ

て
、
素
早
く
対
処
が
で
き
る
の
で

は
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
署
な
ど
と
協
議
し
て
、
ぜ

ひ
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
容
器
と

シ
ー
ル
な
ど
で
５
０
０
円
程
度
の

費
用
で
す
。
希
望
者
が
あ
れ
ば
来

年
度
の
予
算
に
計
上
す
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
町
内
の
方
々
に
様
々
な
方
法
で

伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

小
竹
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

わ
が
町
に
は
日
常
の
食
料
を
確

保
す
る
店
が
少
な
く
、
住
民
の
方

は
本
当
に
困
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め

に
、
早
急
に
買
物
支
援
の
施
策
を

打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

と
思
い
ま
す
。

　

わ
ず
か
な
報
酬
で
、
買
物
を
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

や
小
規
模
の
小
売
店
に
対
す
る
支

援
な
ど
を
考
え
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
支
援
の
相
談
窓
口
を
一

か
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
役
場

に
設
け
て
は
ど
う
で
す
か
。

山
本
町
長　
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
の
導
入
は
、
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
す
で
に
導
入
し
て
い
る
直
方

市
で
も
消
防
署
と
の
連
携
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　

良
い
提
案
だ
と
思
い
ま
す
の
で

新
町
長
に
も
申
し
送
り
、
早
期
に

検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
日
常
的

な
買
物
支
援
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
買
物
や
困
り
事
を
気
軽
に
依

頼
で
き
る
支
援
、
ま
た
災
害
時
に

安
全
に
避
難
で
き
る
支
援
体
制
づ

く
り
が
大
切
な
の
で
、
地
域
協
働

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

小
竹
町
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
地
域
協

働
推
進
員
（
区
長
）
・
民
生
委

員
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
・
小
竹
町
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
、
安

全
で
安
心
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
新
町
長
に
引
き
継
ぎ
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
祉
課
長　
相
談
窓
口
の
一
本
化

に
つ
い
て
、
支
援
を
要
す
る
高
齢

者
の
方
か
ら
の
相
談
は
、
高
齢
者

福
祉
の
面
か
ら
、
ま
ず
役
場
福
祉

課
で
お
受
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。


